
林試研報 Bul 1. GOY. For. Exp. Sta. No. 232 , 1970 

九州の国有林苗畑における

槌:物寄生線虫の分布*

清 原 友 也(1 ) 

Tomoya KIYOHARA: Distribution of Plant Parasitic Nematocles 

Associated with Coniferous Seed1ings in Kyûshû , ]apan 

1 .......12 

要 旨:九州地方の国有林苗畑における線虫被害の実体を明らかにし，娘虫防除対策の基礎資料をうる目

的で植物寄生韓虫の種類，分布，生息密度などを調べた。

1)検出された植物寄生観虫は11属で，これらのうち， 7 属 9 種が同定された。

2) もっとも広い分布を示した植物寄生線虫はネグサレセンチュウで調査全苗畑の809ぎから検出され.こ

れについでラセン七γチュウとネコプセンチュウが62%の首畑から検出され，ユミパリセソチュウは

57%の前畑に分布していた~

3) 生息密度はネグサレセンチュウがもっとも高く，イシユグセンチュウがこれについで高かった。生息

密度を樹種別に比較すると娘虫ごとに違いがみられたが，ネグサレセンチュウではスギ，ヒノキ，ア

カマツ，クロマツの順:"こ密度が高かったO

4)分布，生息密度などを総合して，九州の国有林市畑ではネグサレセンチュウがもっとも重要な線虫と

考えられた。

はじめに

1932年， 山口 10) はアカエゾマツ. クロェ・ノ'マツの苗木が線虫の寄生をうけ， 根ぐされを起こしているこ

とを報じた。しかし.林業におレては， 以後久しく線虫のことはかえりみられなかったづ 1959'年にレたっ

て，百瀬8 )は長野県下におけるカラマツおよびスギl討の線虫被害を報告し，つづレて，橋本3) 4lは福岡県下

の林業前畑における線虫被害の実態を明らかにした。その後.横)11 1 1)は埼玉県下での線虫被害を報じた。

このような情勢から，林業前畑全般にわたる線虫被害の実態が明らかにされることが望まれ，国有林苗畑

を対象に録虫被害実態調査がすすめられる一方， 1964, 1965年の 2 か年にわたり， 国庫補助による連絡試

験として，全国12道県の林業試験場により，各地民間苗畑の線虫被害実態調査が統一的:iこ実施された3 その

調査結果:主各林業詰験場報告などvこ発表されたが，千葉1)はこれらの調査結果をとりまとめ，総合的な考察

を行なった。真宮町工東日本の国有林苗畑を対象に調査をおこない，国有林苗畑における植物寄生線虫の種

類，分布，生息の様相を明らかにした。

筆者は1962"'1968年に九州の国有林苗畑を対象に実態調査を実施し，植物寄生線虫の種類や分布など;こつ

いて 2 ， 3 の知見がえられたので報告するネ〉

本調査を行なうにあたり，種々便宜をはかつていただレた元九州支場長片山佳叉氏，前支場長甲斐原一朗

博士.九州支場保護部長徳重陽山博士の諸民に心からお礼を申しあげるヴ線虫研究技術の研修に際しては佐

賀大学教授横這多美男博士，林業誠験場保護部樹府研究空真宮靖治の両氏に多大のご教示をいただくととも

事本研究の一部は日林九支講18号に発表した。

1970年 2 月 18 日受理

(1) 九州支場
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九州の国有休苗骨Tli':'お;ナる植拘寄生諌虫の分布 u訂版) - 3 ー

に，真自民ιは4~調査で・線!.. ttの種の同定もおねがいした。また，休業誌験場保巡部長伊藤一雄博士，揺1詣科

長千葉 修博士の [1可氏:亡!土研修1:1:1多くの便宜と激励をいたナ主、た。これらの諸氏に深く感謝の怠を表するョ

試料採取Lあたり多くの艇立をはかつて下さつだ熊本営林局前保護係長吉井宅!万氏， ffiH安読料採取にご協力

いただいた各営林苫および苗畑関係の}j 々 ι探測する。

調査方法

調査は熊本営林局管内39営林者の40i宮崎m二ついておこなった。調査田知|の刷出品 Table 1 tこ示したとお

りである?調査はまきつけï'l'j床を主体にしたが，一部の苗畑ではさしつけïi'îl末についても調べた。調査請料

の採取は営林局をつうじて各営林署に依頼したが，必要と思わ，れる苗畑t二ついては，直接苗畑に出向いて試

料をとったn 誠料採取にあたっては，線虫被害調査要領9> にもとづき，あらかじめ調査対象の範囲を定め，そ

の中の 5 7tl!点から白木と根辺土壌を掘りとり，これらを合わせて 1 試料とした3 各年度.各樹種について続

ーした方法で訣料をとるようにし誌料総数は 481 であったっ話料の採取は大部分 8 月下旬から10月下旬の

悶ιぉニない，採取した古本と :..1二極からそれぞれ線虫を分離したc 土鹿からの分離は CHRISTIE and PERRY 

法町二従い.苗木根部からの分離ば YOU:-IG 法 12) によった3 供誌量は l 前科はっき:1こ境 300g ，恨部 1 g と

した。

ニの実態調査とは別ι 196611'..， 佐賀営林署市地lに誌験区を設け，線虫のlI!j:wJ(t~n'j長を調べた。試験、区にヒ

ノキ，クロマツを 2 m2ずつまきつけ， 5 月カ・ら 10月まで毎月下旬に誠料をとり， ..1二記と同様の方法で線虫

を分離したリ分離した線虫をうも学顕微鋭と実体顕微鏡を使って同まで分別して計数した 3

調査結果

1.. 線虫の種類と分布

調査苗知lの{立 it'" 目立 Fig. 1 iよ示したとおうである。これらの苗畑から検出された刷物寄生線虫はつぎの 9

属であった。

Pratylenchus (ネグサシセンチュウ)

Helicotylenchus (ラセンセンチュウ)

Tylenchorhynchus (イシェクセンチヰウ)

Jl.leloidogyne 

Trichodorus 

Xi�hinerna 

P amt ylenc hus 

C rt'conemoides 

(ネコプセンチェウ)

(ユミノ、リセンチュウ)

(オオガタノ、~!センチュウ)

(ピンセンチェウ)

(ワセンチェウ)

Rolylenchulus (ニセフクロセンチュウ)

これらの;まかに ， A戸'he!enchoides， Aþhelenchus, Ditylenchus, Ty!enchus 各!瓜のK~~út も検出された。

各苗畑7ニぉ;する各絹!虫の分布状態を Table 2 に示した③これを線::L~7J1Ji二みてみると， Pratylenchus が

首位をしめ. 80弱の郎知lI i':'分布していた。 Helícoty!enchus， Aleloidogyne Illij同が二れ;'こつぎ.それぞれ 6

割以上の苗畑:二分布していた。 Trichodor仰は57% ， Xiphinema は50%の市河11から検出された。これらに

くらべ." Paralylenchus, T)'lenchorh_vnclu日両高の検出頻支はやや低く， ;，それぞれ. 32% , 25%の苗畑に

お;する検出であった > Criconemoides, Rotylenchulus 2 属の検出:ヱさらにiほし それぞれ12% ， 1096の苗



畑にとどまった。
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2. 線虫の種類と樹種

林業品験場研究報告訴J 232 号

。

グ

匂 G
Fig. 1 調査苗畑の位置

樹種別の総詩料数に対する各線虫の検出された試料数のしめる割合を百分率で示すと Table 3 のとお

りである 3 樹種ごとにみてみると，ヒノキでな Pratylenclms， Meloidogyne 両属の検出頻度が岡本でもっ

とも高く，つづL ・て Helicotylenchus であった 3 アカマツにおいても Pratylenchus の検出がもっとも多

く ， Helicofylenchus, MeloidogY12e がこれ"二つづいている。スギについてみると Pratytenchω の検出

頻度はし、っそう高く I 42.3%を示した 3 これについで Trichodorus が26.9%で他i二くらべ，スギではかな

り高い検出率を示したη ヒノキ予 アカマツ， スギにおける Pratylenchus の土壊からの検出半と根部から

の検出率を比較すると， いずれも恨部からの検出率が高くなっており， とくにスギでは土壌の 42.3%に対

し，根部でlì845杉と約 2 倍にたつしたコクロマツにおL 、ては Pratylenchus の検出頻度は低い傾向iζあった
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Table 2. 調査苗知!と検出線!lt

OCCUlTence of plant parasitic nematodes in forest nurseries 
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Table 3. 線虫の，佑類と樹種

);fematodes associated with coniferous seedlings 

1封 種 Jc加mabteノz仇回キ'sl cスrl~事向明暗eギ72al ク pロznusマツ l1i ア Pカ'inマus ツ TL  
Host th~t;b;;gii d~fl~ra I Total 

?寝 虫 F検re出q 矧rn:柑1F検r lli 煩度\ ~検IeHEAlu1eErIE度 F検re!qHu頻en度c(y妬)1 検r 出頻度
quenc(y 96equenc(9y 6c(労y i |equenc(y  96 Nematocles (%)1 (%)! (%) 

Pratylenchus 42_3 2'=.5 30.3 31.4 

Pr，σtylenchusキ 51. � 84.0 15.2 38.7 43.0 

Helz'cotylenchus 27.3 15.4 31.3 24.2 27.4 

Tylenchorhynchus 12.0 7.7 17.7 9.1 13.1 

Tγt'chodorus 16.1 26.9 19.7 12.1 17.3 

Afeloidogytle 34.7 11. 5 28.6 24.2 30.1 

jV1eloidogynげ 5.3 4.0 12.7 。 6.6 

Xt'�hinema 15.7 3.8 10.2 16.7 13.5 

Paratylenchus 3.7 15.4 6.1 3.0 5.0 

Crt'conemoides 0.4 3.8 3.4 3.0 1.9 

Rotylenchulus 1.2 11.5 1.4 。 1.1 

ホ恨部よりの検111 From root satn[> les. 梓 FreC[uency
x 100 :¥umber of s3mples 

Table 4 , 約山の極rJîと生息密度(土壌 300g)

Nematode population (Per 300 g of soi1) 

密度区分 I 1........10 I 11........1∞ I 101........5∞ 15い2，m12 ，∞ ~""""5 ，州問。........ I Population density ! -1V  II  J.Vl. --..Juv ! vvJ." --.&., vvv 1~lvv_ -"", \/VVI ...J, vv'o.J _. I 

度>> I 度>> ，度>>度 λ| 度 λ1 度 λl
虫 E g ホヰ1 g l 5 1 5 1 5 i g | 
|ロ (%)1 ロ (%)1 ロ|コ(%)町ロ(%)! � (%)1 1 �< \70/ 1 ヴ |σ(%)1 5-¥701 6-¥7(1)1 5-¥7011 

Nematodes 8 I ~ I 巴 1Elgl
数 IZI I 数Ç:t..数匂 |数í.数Ç:r.. I 数』

Pratαd的仰州tりりylμen

Praσtりylench加usけヰ 8 6.5 I 43 35ふ.0 己辺2 2お6 ， 0 I 27 22.0 1 〆 l 

Heticotylenchus I 52 39.4: 67 50.8 1 12 9.1 1 1 0.8 1 0 0 I 0 0 

T)llenchorhynchu.s I 9 14.3 1 '=1 65.1 I 12 19.0 I 1 1.6 1 0 0 1 0 0 I 
Trichodorus I 35 42.2 I 39 47.0 I 9 10.8 I 0 0 I 0 0 I 0 0 I 
/l;feloidogyne 1 50 34.5 I 84 57.9 1 11 7.6 1 0 0 1 0 0 I 0 0 

Xi�hinema I 39 60.0 1 26 40.0 1 0 0 I 0 0 I 0 0 , 0 0 

Paratylenchus 1 14 58.3 I 10 41.7 ::> 0 I 0 0 1 0 0 I 0 0 I 
Cガconemoides 1 7 77 .8 I 2 22.2 I 0] 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 I 

Rot~伽

線

ヰ根部 1 gについての生息密度 Population pcr 1 g of roots. 
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が，展部からの検出率で'Âたとき 4 の傾向i :t片i しい 3 クロマツでの Helicot ylenchus の検出半は他の!、ず

れ上りも高く， 31. 3%であった~ Afeloidogy仰がニ，tlιつぎ28.6%であったけ

九州の114有林出先11における他物!市 ~I:，ぷ弘山の分布 (71 'jh;t) 

線虫の種類と生息密度3. 

検出された各線!Üの生患密度を慌度:二応じて 6 区分 L ，それぞれの線虫検出試料数tニ対する各区分の頻度

を百分率でヨミすと Table 4 のとおりである。綿rü別にみてみると.分布と検出頻廷で高い割合を示した

とく;.ニ根市ι;t:;;Pr，αtylenchus が生息密度ιおいても他の糾山より高L 悼fJ支で検出される 4 とが多かったっ

げる生息密度でみたときその傾向;土持しい ) 1)'lenchorhynchus, Helicotyle12chus, Meloidogyne , Tricho・

dorus 各属の生息密度はほ:ま似た傾向を示したが， Tylenchorhynchus の tl:，ιl密度がやや高カ・った，

つぎに主要な線虫の生息密度セ間種別にみてAると， Table 5 のとおりである ， Pmtylenchus がi白悦J:l!

で検出されるのはヒノキおよびスギLおいてであり，マツでの生息、密度が 2.000 頭を越える事例は認められ

Trichodorus i 主クロマツで比較的高い栴なかった。 He/icot ylenchus ， 主ヒノキで， Tylenchorizynchus と

クロマツで比i続的高I，'f;l支な場合がある!支で検出される場合がかなり認められた" l'vlelo�ogyne はヒノキ，

が. '-れらの樹傾で:主根部からも A1eloidogyne の幼虫が検出されたコ

スギ;ιおいて Pratyümchus の生息密度の高いふとは前述したが，根[ifíで'h_た場合，実生スギとさ L スギ

の間ι生息密度の違いが認められたので、 Fig・ 2ιおいて寸の比較をおニなった。すなわち，さしスギにあ

-;i , つては1l"-'100 磁の比較的低い 'I;_忠密度のしめる前合が709ó と高く， 5000([を越える例はなかったっ

実生スギで;主500頭以上の高点度のしめる割合がl句く， 45%以jてで-あった，

市畑の土性と各線虫の検出銅変や生息密度のl~iJιは若しい関係は認めがたいが，地一ーとや地壊土の白河Hでは

H elicotylenchus :之 ÍI{l J，ヤJ1t'ií良一1'，のr't'Î~~ I! .'J 'らも高1辛口主で;l;)~f1mty!enchus 0)1 1:，忠、密度は{lh 、傾向であった"

11\ 主れる例が多かったよ》
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C此tin 色 S
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加

60 スギの実生出とさし木苗ι

ぉ:ナるミナミネグサ/セン

チェウ (P. cOJJeae) の市

生白度の比悦(.1副部 1 g) 
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Table 5. 樹種別にみた主要綾虫

Populations of plant parasitic nematodes 

情度|玄分
PopL11ation density 11 "'"' 100 

度
(%) 

数

1 -..., 10 

数度虫

Nematodes 
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MeloidogYlle 
Trichodorus 
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司

PﾙlUS densi tlora 

カ
-ー，, 
J 

串キ ドrequency
一一一一-='r ____.__ x 100 

Number of samples 
ヰ恨部 1 ~からの分断数 POjJ ulati川1 per 1 g of I'oots 

つぎi二，ょの調査を通じて，主要な線1{の検出頻度と生息1~，:度の比較的高かった I'N畑を列挙すれ:[，つぎ

ゆとおりである J

:佐賀.日田，大分，人占，日向，内.都，高|両，高制。

: ÎI~(方，福岡，対馬，五品，佐賀， 1-1 1宇I{ ，菊池，八代，水俣， 11lJJくっ

Tylenchorhynchus: 福岡，対馬， rl:J津，高|司，大口，内之浦。

:中津.人吉， LI 向，出水， ，~~間，鹿児島，内之1!日。

pratylenchus 

H e!icoty!enchus 

Meloidogyne 

:佐賀，高[，'司， H\J}<，大仁1 ，鹿児島， I}-j之7fIJ っTrichodorus 

線虫の種の同定

1968年iこ採取した誠料の一部を林業『出験場制拘研究室点'riim治技官に送付して種の同定を依頼したコその

私Ii 来， Table 6 に示す 7 J扇 9 種の附名が明らか;二なった。 Meloidog_vlle iまか 3 属ιついては未 fiiJ 定であ

る " Pratylenclzus 属は!fi.ーの種 P. coffeae (ミナミネグサレセンチュウ)であったヴ本調査で;. H elicotyｭ

lenchus として:汁数した j ののなか.-:.(よ JIel icol yl enι如lS di・hystera， Scutellonemσ bmcurum. Rotylellｭ

chus þim' が合まれているニとが同定の過程で|リj らか;二されたぷ， H , dilzystera (ナミラセンセンチェウ)

4 , 
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の検出がもっとも多かった ， Tricodoru.s J，~\1 T , cedarus, T. minor, T， ρorosus の 3 種である 4 とがわ

かったC) T. cedaras, T. minor の分布:主広く， T , �orosus はそれほどでもなかったo T_vlenchorhYllchus, 

Xiþhillema 各!副主単一の種で，それぞれ T. claytoni, X. americanum (ナミオオガタハリセンチュウ)

であった、

線虫の時期的消長

1966年，佐賀営林署苗畑においておこなった線虫の時期的消長調査で明らかιなった Pratyl etlchus coｭ

JJeae の根部における消長を Fig. 3 t，こ示した。本線!.!:tはヒノキ，クロマツの恨組織内で 5 月下旬ごろから

5. 

増殖しはじめ，クロマツでは 7 月下旬の調査で段高となり，以後減少する"ヒノキで118 月下旬じピークが

あらわれ， 20 ， 000 頭ちかく;こたつしたコヒノキとクロマツでは P. coffeae の生息密度ι苦しい差が認めら

れ， 1設高It.寺の数で比t鮫するとヒノキではクロマツの約10-1告であった 3

考察および結論

本調査から九州国有林苗畑iニおける植物市生総1~の純煩と生息の様{十Il)~十訂正明らかi二なるととも iι 台F l'l'j
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1・本業&t験場研究事llb- 10-

#属に対する和名

上問題となる線虫の所在い主っきりしてきた

検山された植物寄生線!ltのなかで，分布.

1食山!制度，生息:キi度，寄生型I.!式のあらゆる面か

と忠われる υ

/. ------------.. 

/L.ヒノキ ¥ 
。C川lIIileι:YOi.l r-is obtusa " らみて， 九州国有林市畑では Pratylenchus

coffeae ( ミナミネグサレセンチュウ)をもっ

とも主要な線虫としてあげたい。本属線Lb.:'土

前三己 1) 6 、の調査に五いても，もっとも歪視す

べき線虫であるふとが指摘されたが，東日本

f id 

言
、

包

Zld 
」
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三Z の国有林lii畑では P. �enetrance (キタネグ

サレセンチェウ)の分布が大半をしめ6>本

回線止の地域ιよる優先種のちがし、を示し

4ト・
I~ 。

つぎtこ本調査で、~ì. A1elot:dogyne I，再が比t被

(1甘高い煩支で検出されたヲ本議虫の寄生をう

禄

I ~ < 

中 1σ
σ〉

線
虫
数

け.前木が心どく譲容をこうむっている事例
'C 同

:べo，th
9 8 マ

は認められなかったが，ヒノキ，クロマツの

i日から本，回線虫が検出された例はかなりあっ

たし，前本 1) の λ1. incoguita (サツマイモ

ネコプセンチュウ) i':' よるヒノキ，マツ，ス

ヒノキおよび.クロマツ llfiの tt~部 l'二;凶ナるミナミネ

グサレセンチュウ (P. cο'jfeae) の季節的消長

Se3S0n3l chanιe 01' f1ral_vle71cllUs Cυ'jJeae popｭ

ulation in r∞ts of coniferous se~dlings. 

Fig.3 



九州の1 t~有林苗引11:'こ:おける植物寄生総山の分布(i!'í'Jlít) -11 ー

ギ ffiの被害報告t l~~宮ら ïl の M. haptσ(キタネコフ。センチェウ)ι よるスギ目iの肢詐椴;りなどから本属線

山も林業苗却|にとって重要な線山と考えるりまた，筆者は本州のー障をヒノキ，グロマツj'tii二股種し， ，to~ 

Lあたえる影響の大きいことを確認した (Plate 2) 。

十l号本 3) はヒノキ，マツ，スギù'iが Tylenchorhynchus ctaytoni の寄生hこよリ.はげしい被:与をう汁てい

るミとを報じたが， アメリカ南部の林業"古河111ιt~:ナる調脊ν でも本種が高i制度で検出され，マツ苗が被~;!~

をうけている場合のあることが示されたコ本制作でも ， T. claytoní の生息i何度は一般ι高く， 11 1津，高|尚

(Plate 1-A) , 1付之浦などの r'I'i :1刷で、本錦ú1.の被官-と思わ，れるものを認めたの

{J，:賀，熊本苗知!のヒノキ苗の恨部iこ Helicotytenchus dihystera が口針ををう入して寄生している状態

を数Ilil観察し，本怖の寄生性を li'(~認した a

Trichodot"t(s, X iphùzema 同などについては. こ:h.らの線1~と市木の~~~;，';.との関係を十分明らか;ニずる

ことはできなカ‘ったの

総抗すると ， Pratytenchus, Meloidogyne などのように，明らかに市本に被害をあたえている綜山と

Trichodarus などのように加害の実態が必ずしも明ら'ÌJ.でない娘出もあったが， さらに桁杏すれば， これ

らの線虫の加害性もつカか‘めるものと思わ，れる 3 いず

ている現実カ.ら'各線虫と各樹種との寄生関係をいつ士う明{椛臨にしし' ぶり的舶陥:な|防的除法を硝確;立していく必必、要

がある 3
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図版説明

Explanation of plates 

A イシ L グセンチュウの被害をう lすたヒノキ市の恨

R∞ts of Chamaecy�aris obtusa infested with Tylel'lchorhynchus claytolli 

B ミナミネグサレセンチェウ L長されたヒノキ苗

Seedl ing of Chamaecyρaris obtusa infested with Pratylenchus coffeae 

Plate 2 

C ネコプセンチュウιよるヒノキ，クロマツ i百の被午1;: (h ……無接種苗 i ……接種苗)

Injury of Chamaecy�aris obtusσand Pinus thunbergii by Meloidogyne sp. (h-control , iｭ

inoculated) 

Distribution of Plant Parasitic Nernatodes A8sociated with 

Coniferous Seedlings in KYÛ8hû, Japan 

Tomoya KIYOllARA (1) 

Summary 

This survey was l1ndertaken to determine the occurrence and the freql1ency of plant 

parasitic nematodes in national forest nurseries in Kyûshù , ]apan. Samples were collected 
from 40 nurseries and soil from each sample was processed by the technique described by 

CURISTlE and PERRY. YOUNG'S tnethod was used to recover the endo・ parasitic nema todes f rom 

r∞ぬ.

The results obtainecl from the sllrvey are summarize� as follows: 

1) Pratylenchω coffeae occurr吋 most freqllently and abundantly. It was recovered 

from 80% of a11 the surveyed nurseries and found tοbe parasitic on a11 coniferous species 

examined. 

2) Meloidogyne sp. was fOl1nd in 25 nllrseries, and adults of this species were extracｭ
ted from some pine root samples. Spiral nematodes also occurred frequently (60%) and 

these species were H elicotylenchus dihystera , Scuteltonema brachyurum and Rotylenchus Pini. 

3) Genus Trichodorus was found in 23 nurseries and its species were T. cedarus, 

T. minor and T. porosus. 

4) The other common genera of plant parasitic nematodes were Xiphinemσ americanum 

(50%) , Paratylenchus spp. (32%) , Tylenchorhynchus c!aytoni (25%) and Criconemoides spp. 

(12%). 

5) It became clear that Cryρtomeria jaρonz'ca and Chamaecyparis obtωa were excellent 

hosts for P. coffeae; on the other hand Pinus thmlbergii and P. densiflora were 卯or hosts and 

that seedlings of C. japonica were more sLlsceptible to P. cofJeae than cuttings. 

Received February 18. 1970 

i1) Laboratory of Forest Pathology, Government Fore~t Experiment Station Ky皛h� Branch Station, 
Kumamoto, ]apan. 
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